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(57)【要約】
【課題】　露出度が高く、年齢を重ねるほど、しわ、た
るみなどが出やすい女性の首筋に対するマスクを使った
美容パックによるケア。
【解決手段】　従来のフェイスマスクの形状を顎から首
筋を覆うことができるように工夫することにより、フェ
イスからあご、首筋まで美容パックを同時に行うことに
よって、この課題を解決する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　女性の美容用具であるフェイスマスクの形状を変え、フェイス面に限られていた美容パ
ックを首筋にまでおよぼすことを特徴とするフェイス＆ネックマスク。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、フェイスマスクに関するものであり、フェイスマスクを顎から首筋にかけて
覆うことができるようにその形状に工夫を加えることにより、首筋にも美容パックを施す
ためのものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、美容パック用具として、フェイスマスクが利用されている。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来のフェイスマスクは、その美容効果がフェイス面に限られており、露出度
が高く、年齢を重ねるほど、しわ、たるみなどが出やすい女性の首筋をケアする効果的手
段がなかった。
【問題を解決する手段】
【０００４】
　そこで、従来のフェイスマスクの形状を、顎から首筋の前面を覆うことができるように
工夫し、首筋にも同時に美容パックを施せるフェイス＆ネックマスクを考案した。
【考案の効果】
【０００５】
　本考案によって、フェイス面とともに、顎から首筋にいたる部分も同時にケアして、う
るおい、つや、はり、弾力をもたせる美容効果を期待できる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図１に示すように、従来のフェイスマスクの形状を、両耳の下部から垂直線を書いた首
筋の前面にも美容パックを施せるように工夫した。首筋を覆うマスク中央に切り込みを入
れ、使用する際貼り付けやすくした。素材は、伸縮性のあるもので、マスクに塗布する美
容液はフェイスおよび首筋を同時にケアする美容効果の高いものが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】　従来のフェイスマスクの形状に工夫を加え、首筋にも美容パックを施せるよう
にしたフェイス＆ネックマスクの平面図。
【図２】　既存のフェイスマスクの平面図。
【符号の説明】
【０００８】
　　１　　　　　両目に当たる部分はくりぬく
　　２　　　　　切り込み線
　　３　　　　　口に当たる部分もくりぬく
　　４　　　　　切り込み線
　　５　　　　　切り込み線
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【図１】

【図２】
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